
［成果什報名］シシトウガラシの接ぎ木株の萎凋要因の解明  

［要約］トウガラシマイルドモットルウイルス（PMMoV、病原型Pl，2）■羅病性のシシトウガ  

ラシの接ぎ木栽培では穂木・台木品種の組み合わせにより急性萎凋する。その要因の1  

つとしてPMMoV抵抗性台木を用いた場合のPMMoV感染による過敏感反応がある。  
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［背景・ねらい］   

和歌山県内におけるシシトウガラシ栽培では、臭化メチル全廃後、疫病などの土壌伝染  

病事による被害が拡大する傾向にあり、耕種的な防除対策の1つとして抵抗性台木の導入  

が求められている。しかし、接ぎ木株は、積木・台木品種の組み合わせによっては急性萎  

凋し、枯死に至ることがある。そこで、県内栽培品種に適する台木品種を選定するため、  

シシトウガラシ数品種とピーマン台木数品種の組み合わせについて、接ぎ木の親和性と、  

県内に広く発生しているPMMoV（Pl．2）感染時の接ぎ木株の反応について明らかにする。  

［成果の内容■特徴］  

1．養液栽培および土耕栽培の接ぎ木栽培ほ場において、一部の株にウイルスによるモザ  

イク症状が発生すると、「紀州ししとう1号」または「ニュー土佐」を穂木に、「安  

濃4号」または「ベルホマレ」を台木に用いた株で激しい萎凋が多く見られる（表1）。  

2．積木に「紀州ししとう1号」、「つばきグリーン」、「美ししとう」を用い、台木に  

「安濃3号」、「安濃4号」、「スケットC」、「ベルホマレ」、「PBll」を用いて   

接ぎ木すると、全ての接ぎ木株はpMMoV（Pl，2）接種まで親和性を有する。  

3．PMMoV（Pl，2）を接ぎ木株の穂木新薬部に接種すると、これに抵抗性の「安濃4号」、  

抵抗性と雁病性が混在する「安濃3号」を台木に用いた株は、激しく萎凋し、枯死に  

至る株もある。篠病性の「スケットC」、「ベルホマレ」、「PBll」を台木に用いた  

株は、半促成栽培における「葵ししとう」と「ベルホマレ」の組み合わせを除き萎凋  

せず、一部の葉に軽微な黄化が発生する（表2）。  

【成果の活用面・骨意点】  

1．ウイルスによるモザイク症状発生時、「ベルホマレ」を台木に用いた株に萎凋が発生  

したが、PMMoV接種試験において、「ベルホマレ」を台木としても萎凋が発生しな  

かったため、ToMV等、Poタイプのウイルス感染時の接ぎ木株の反応について検討が  

必要である。  

2．「スケットC」と「ベルホマレ」は一般にシシトウガラシよりも青枯病に弱いので、青  

枯病発生ほ場では用いない。   



∧［具体的データ］  

表1 シシトウガラシの接ぎ木栽培における穂木台木組み合わせと  
ウイルスによるモザイク症状発生時の萎凋株発生の関係  

紀州ししとう   つばきグリーン   ニュー土佐  

養液  土耕  養液  土耕  養液  土耕   

安濃2号   ・0／5  0／5   0／5   0／5  l／5  0／5   

安濃4号   5／5  5／5   1／5   2／5  5／5  5／5   

スケットC  0／5  0／5   0／5   0／5  0／5  0／5   

ベルホマレ   5／5  3／5   1／5   0／5  5／5  5／5   

PBll   0／5  0／5   0／5   0／5  0／5  0／5   

注）赦せは萎凋株数／供試株数   

つばきグリーン（武蔵野種苗圃）、ニュー土佐（南国育種研究」   

場）安濃2号、安濃4号（野菜茶業嘲究所）、スケットC（甫E   
育種）、ベルホマレ（長野県原種センター）、PBll（タキイ種苗   

栽培概要：ビニールハウス栽培、♯種 穂木、台木とも2003   
年8月2‘日、接ぎ木10月3日、割り接ぎ、定植10月29日、   
調査期間10月29日～2004年4月30日、主枚2本仕立  

表2 PMMoV（Pl，2）接種区における穂木台木組み合わせと萎凋株数   

た州ししとうl号（S）   つばきグリーン（S）  美ししとう（S）   

促成   半促成   促成   半促成   促成  半促成  

安濃3号（S、Lに分離）  5／7   ユノ5   7／7   2／5  2／5   

安濃4号（L）   7／7   5／5   7／7  0／7  4／5   

スケットC（S）   0／7   0／7  0／7  0／5   

ベルホマレ（S）  0／7  0／7  0／7  1／5   

pBll（S）  0／7   0／7   0／7  0／5   

注）数せは萎凋株劇／供試株数、－は供試なし、王）s：全身感染（凧病性）、L：局部♯症（抵抗性）   

美ししとう（ナント種苗）、安濃3号（野菜茶業朋究所）   

栽培概要：ビニールハウス栽培、養液栽培、主枝2本仕立、接ぎ木方法 割り壊ぎ、ウイルス   
接種法 カーボランダム法 ＜促成栽培＞ 糖種 穂木、台木とも2004年9月22日、接ぎ木   
11月1日、定植11月22日、ウイルス接種4月25日、憫査日5月27日＜半促成栽培＞播種 穂   
木、台木とも2004年12月10日、接ぎ木2005年1月25日、定楕2月25日、ウイルス接種さ   
月29日、れ査日10月13日  
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